
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■向原小学校の「My探究」 

自分の好きを 
見つけ・深める 
「My 探究」 

 
 

「自分」「他者」の 
ためにどう生かすか 

◆チーム担任制 

◆縦割り班での個人探究 

発達段階を越えた関りで 

「My 探究」を進める 

￥

個人探究は小３から始まります。学年が上がるにつれ、自
分の「好き」や「得意」を、他者のためにどう生かすかを考え、
探究の質を上げていきます。 
小３から小６でのチーム担任制により、総合的な学習の
時間を同時に行うことが可能となり、異学年の児童が、発
達段階を越えて関わり合いながら探究を進めています。 

■向原中学校の「My探究」 

自分の興味・関心 
に基づいた「問い」 

 
 

「地域・社会」に 
つなげていくことを 
目指したMy探究 

◆批判的思考力を 

働かせた対話・協議 

思考力・判断力・表現力 

の育成 

￥

「興味・関心」を深めることで終わらず、探究によって明らか
になったことを「地域・社会」に役立つよう提案することを目
指しています。 
また、互いの探究について、対話や協議をする時間を意図
的に設定し、思考力・判断力・表現力の育成を図っていま
す。 

■中学校区で育成を目指す資質・能力に沿って「My 探究」のルーブリックを作成し、指導と評価の指針と

する。（下図は中３の B評価のルーブリック） 

１．向原中学校区の「My探究」 

■「Mｙ探究」のサイクルには、活動が深まるように様々な手立てを仕組んでいる。

また、単元全体を通して子どもたちの自己評価を大切にし、メタ認知力や自己

調整力の向上を図る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．向原小学校の実践 

探究活動では、「課題の設定」がとても重要になります。探究の型がある
ことにより、「ゴール」をイメージしやすくなり、「まとめ・表現」の方法を考えや
すくなります。 

■子どもたちが探究の方向を決めやすいよう、３つの「型」を示す。 

■探究活動のポイントなどの教師の「意図」を明確に伝える。 

縦割り班での探究活動は、複数の教室に分かれて行います。授業の導
入で、教師が「探究活動のポイント」をリモートで全教室に伝えます。教
師の「意図」を明確に伝えることにより、全ての児童が共通理解のもとで
「My 探究」に取り組めるようにしています。 

■「良い自己評価」の共有で、自己評価に深みを。 

授業の終盤では、班の代表がリモートで自己評価を発表します。何が分かって何ができたのかを具
体的に振り返ったり、次時の計画を書いたりするなど、自己評価に深まりが出てきました。 

『聞いてみる』 

■陸上教室の先生に「足が速くなる方法」を聞いてみる 

■クレープ店の店長さんに「クレープを薄くきれいに焼く方法」を

聞いてみる 

■警察官に町内の危険な場所を聞いてみる 

■ドッグトレーナーに「犬とコミュニケーションを取る方法」を聞い

てみる 

■広島駅の駅員さんや新幹線の運転手さんに新幹線のいい

ところを聞いてみる 

『行ってみる』 

■調べた珍しい生き物を水族館に行って実際に観察する 

■安芸高田市の珍しい石の名所に行って実際に観察する 

『やってみる』 

■調べて分かった「ストライクを入れるコツ」を自分でやってみる 

■調べて分かった「自転車で安全に止まるコツ」を来年から自

転車通学をする下級生にやってもらう 

■自分が知っている「一輪車に上手に乗るコツ」を友達にやっ

てもらう 

■オムライスをレシピ通りに作って失敗した原因を考え、再度

作ってみる 

以前の探究活動には「調べ学習」
で終わってしまうという課題がありま
した。そこで、子どもたちが実際に行
動して検証したり、視点を持って探
究を自己調整したりできるよう、探
究活動のキーワードを示しました。 
親しみやすく分かりやすいキーワード
があることで、よりよい探究活動のイ
メージをつかみ、向上心を持って取
り組むようになります。 

■子どもたちがより良い探究を

イメージできるようキーワード

を提示する。 

■「アクション」のある探究へと子どもたちを引っ張る『３みる』 

■説得力のある資料を求める『たしカニ』 

中間発表の総合評
価で使います。整理
分析の方法や結果
の示し方が適切かど
うかの視点を持ちま
す。 

■「My 探究」全体を評価する

『なるほ度！』 

「My 探究」全体の理解度・驚
き度・納得度を相互評価する
ための指標です。児童は「なる
ほ度！」を多くもらえるように、
「My 探究」の最終的な自己調
整をします。 

ひとりひとりの 

「My 探究」の型 

探究を 

加速させる 

キーワード 

教師の「意図」 

の発信 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．向原中学校の実践 

■「My探究」をアウトプットする相手を明確にする。 

こちらの図は、それぞれの発達段階の「My 探究」を「だれに伝え」「だれの役に立てていくのか」
を系統的に示しています。 
小学５・６年生からは、相手意識をもった「My 探究」へとレベルアップを目指し、中学１年
生からは、視点を「地域・社会」に向けていくことにしています。 
アウトプットの対象を示すことで、「My 探究」のゴールを明確にしました。 

■育成を目指す資質・能力を観点とした自己紹介パターンを示す。 

自己評価には３つのパターンを用意しています。それぞれのパターンは、育成を目指す「資
質・能力と意図的に関連させています。生徒は、３枚のカードの中から、自分の学びに合っ
た１枚を選び、自己評価を書いて提出します。 

自己の学びを客観的に理解するこ
とができている自己評価を選び、
次の授業の始めに共有します。 

■自己評価カードを探究のサイクルに沿って整理し、蓄積することで、「My 探究」全体の見取りに結び付ける。 

【生徒のポートフォリオ】 

アウトプット対象 

の設定 

振り返りの 

共有と蓄積 

◆「良い自己評価」に触れる ⇒ メタ認知力の向上 
◆他者の学びやとらえ方を知る ⇒ 多角的な思考力の向上 

■他者と協議する機会を意図的に設定し、思考力・判断力・表現力の育成を図る。 

「問い」や検証方法は適切だろうか？ 

「My 探究」を「他者への提案

へと進化させるには？ 

事業所への提案をより良くするには？ 

批判的思考力 

を働かせた 

対話と協議 

         吉田高等学校探究科の生徒との共同授業「吉高生から学ぼう！」（年２回） 授業【１】 

◆「問い」「検証方法」を高校生にプレゼンする 
◆高校生からの質問に答える 
◆高校生からの指摘や助言を受ける 

隣接する県立吉田高等学校との連携により、さらに高度な学びへの接続を図っています。 
身近な先輩である高校生の姿は、中学生にとって「未来の自分」の具体的なロールモデルとなり、
「もっと学びたい」「探究をレベルアップさせたい」という学習意欲の向上につながります。 

         中１＆中３の共同授業「３年生から学ぼう！」 授業【２】 

【事前準備】 
◆３年生⇒１年生の「My 探究」を“予習”する 
【当日】 
◆１年生⇒３年生に「My 探究」をプレゼンする 
◆３年生⇒１年生にコーチングする 

視点を持って 
協議することで 
批判的思考力 
をきたえる 

下級生にアドバイスするためには、自分自
身が探究のプロセスを理解していなければ
なりません。３年生は「教える」ことによって
学びを深めます。この授業では、１年生と
３年生の両方が「My 探究」の進め方を改
善することを目指しているのです。 

高校生の批判的思考力に触れる 
自分の探究への理解が深まる 
「My 探究」を改善する 

「伝える」ことで
「気づく」１年生 

「教える」ことで
「学ぶ」３年生 

【３年生の自己評価より】 

１年生・３年生 
それぞれが 

「My 探究」を改善する 

この生徒のポートフォリオで

は、９回目の授業で「整

理・分析」に進んだものの、

高校生との共同授業以

降、「情報の収集」の段階

に戻っています。つまり、生

徒が探究のサイクルを行った

り来たりしながら探究を進め

ていることを見取ることができ

ます。このように、自己評価

を蓄積することが、探究活

動全体の見取りにつながり

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．キャリア教育との融合 ～向原中学校「My探究」STEP～ 

おわりに ～「My探究」で見つけた自分の価値を、自分の将来のパスポートに～ 

■各学年の「My探究」を HOP／STEP／JUMP と整理したカリキュラム 

職場体験活動を探究のサイクルに有機的に組み込み、 
探究活動をキャリア教育のより一層の融合を図る 

「My 探究」STEP は、探究活動とキャリア教育を融合させることを目指したカリキュラムであり、職場体験活動を「情報の収集」と位
置づけたことが特徴です。生徒は、職場体験活動での事業所での体験をもとに、課題を設定し、解決策を考え、事業所や利用者
のために提案したり、成果物を届けたりすることをゴールとしています。 

月 探究のサイクル 探究活動の内容 

中１ 

３学期 
課題の設定 

・自分の「興味・関心」「好きなこと」を見つめ直そう。 

・自分の良さが生かせそうな事業所は？ 

中２ 

４・５月 
情報の収集 

・STEP の見通しを持とう。 

・職場体験活動の事前準備を行おう。 

６月 情報の収集 ・職場体験活動に行こう。 

７月 

～ 

１０月 

 

・各事業所に提案する準備をしよう。 

・各事業所に提案・表現しよう。 

・提案・表現を振り返り、改善しよう。 

１１月 まとめ・表現 ・各事業所に提案・表現しよう。 

 

課題の設定 

整理・分析 

情報の 
収集 

まとめ 
・表現 

■職場体験活動を「情報の収集」に位置づけた「My探究」STEP の単元計画 

職場体験で体験したり見聞きしたりしたことをもと

に「仕事をもっと楽しくするには？」「仕事のむずか

しさを解消するには？」「事業所をよりよくするに

は？」「自分の特技を生かして解決できないか？」

という視点で「問い」を立て、それぞれが「My 探

究」を進めます。探究を進める中で、事業所に電

話で問い合わせをしたり、再訪問したりするなど、

生徒は何度も事業所の方とやり取りをします。 

職場体験活動は、働くことの意義を知る

ことに加えて、事業所や地域の課題を見

つけてくることも大きな目的です。 

中１の３学期には単元がスタートします。 

子どもたち一人一人の興味・関心や思いに寄り添いながら、探究の質も高めていくことは、簡単なことではありません。
子どもたち自身も、大人（教師）も「揺らぎ」ながら、共に悩みながら、進んできました。これからも、子どもたちの学ぶ
力を信じながら、彼らが思い描くように HOP・STEP・JUMP していけるよう、伴走していきたいと思います。 

事業所 「問い」 まとめ・表現 結果 

かがやき 
もっと利用者さんを楽しませるに

は？ 
絵本の作成 

事業所に渡しに行き、施設の本棚に置

かせてもらうことで、利用者さんに喜ん

でもらえた 

こばと園 もっと園児さんを楽しませるには？ お楽しみ会を実施 園児さんに楽しんでもらえた 

JA 農家さんの後継ぎを増やすには？ 
農業体験を定期的に実施できるような提

案を作成 

事業所でプレゼンを行い、フィードバッ

クをもらった 

セブン    

イレブン 
商品を前から取ってもらうには？ POPの作成 

効果があり、商品を奥から取られるこ

とが減った 

Aマート 人材不足を解消するには？ Aマートの魅力のポスターを作成 
ポスターを店に掲示→従業員さんの意

識改革につながった 

大谷 

製作所 

将来的な人材不足を解消するに

は？ 
人材募集のポスターを作成 

人材不足の解消につながったかは分

からないが、事業所から依頼されて町

内に掲示した 

ひとは    

福祉会 
人材不足を解消するには？ 

アルバイト募集のポスター作成 

オリジナルキャラクター作成 

キャラクターシール、塗り絵を事業所

に持っていき、喜んでもらえた 

和高醸造 

和高醸造の商品をもっと多くの人に

知ってもらうには？ 

商品を買ってもらうには？ 

味噌バターレシピの作成 

事業所からレシピの POP 作成を依頼

され、作成したものが販売店で掲示さ

れた 

マルサン 
いろいろな国の従業員とよりよくコミ

ュニケーションをとるには？ 

挨拶などの簡単なフレーズをまとめ、ポ

スターを作成し工場内に掲示 

外国人従業員にアンケートを行ったと

ころ、「働きやすくなった」と回答した人

が増えた 

向原 

小学校 

学習ルームと図書室の利用者を増

やすには？ 
ポスター、POPの作成 利用者を増やすことができた 

向原薬局 
薬局内の商品をどうすればもっと売

ることができるのか？ 
商品紹介の POP作成 商品の売り上げが上がった 

■職場体験活動を単なる「体験」で終わらせず、だれかの役に立つ「提案」につなげる。 

それぞれの生徒が、事業所やその利用者のために自分にできることを考え「My 探究」をやり切りました。様々な形の「まとめ・表
現」をアウトプットし、その結果も確かめました。自分の良さや特技が社会の幸せに少しだけつながった喜びにもなったようです。 

■「My探究」を通して、学んだこと・身に付いたことは？ 


